
　
千
葉
市
稲
毛
区
選
出
で
自
民
党
県

議
団
の
中
心
的
役
割
を
担
う
阿
部
紘

一（
あ
べ・こ
う
い
ち
）県
議
は
、9
月
定

例
県
議
会
の一
般
質
問
に
再
び
登
壇

し
、県
民・市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

立
場
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
絞
っ
て
集
中
的
に
質
疑

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
阿
部
県
議
は
、コ
ロ
ナ
対
策
の
最
前

線
で
働
く
医
師
、看
護
師
な
ど
医
療

従
事
者
に
対
し
深
く
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
る
と
と
も
に
、感
染
症
対
策
に
係

る
専
門
部
会
の
機
能
強
化
な
ど
厳
し

く
指
摘
し
、実
効
性
あ
る
部
会
運
営

に
変
え
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

今
回
の
阿
部
県
議
の
県
政
報
告
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
特
化
し
て
、特
集

を
お
届
け
し
ま
す
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
集
中
質
疑

専
門
部
会
の
在
り
方

　
阿
部
議
員
　
コ
ロ
ナ
最
前
線

で
命
を
懸
け
て
コ
ロ
ナ
と
戦
っ

て
い
る
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
私
の
今
回
の
質
問
は
、
第

一
波
、
第
二
波
の
経
験
を
次
の

波
に
ど
う
生
か
す
の
か
、
私
の

提
案
を
含
め
て
執
行
部
に
お
伺

い
す
る
も
の
で
す
。

　
最
初
に「
千
葉
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」と

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
専
門
部
会
」の
在
り

方
に
つい
て
、お
伺
い
し
ま
す
。

コロナ、次の波にどう備えるか！！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
専
門
部
会
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
、
機
能
ア
ッ

プ
を
図
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
2
つ
の
専
門
部
会
の

1
つ
に
お
い
て
特
化
し

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
分
析
、評
価
、

方
針
等
を
出
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、機
能
強
化
と
そ
の
位
置
づ
け

を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
形
式
的
な
専
門
部
会
の
運
営

で
は
な
く
て
、
実
効
性
の
あ
る

部
会
運
営
や
仕
組
み
に
変
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

検
体
採
取
能
力
の
増
加

　
阿
部
議
員
　
P
C
R
検
査

等
の
検
体
採
取
能
力
を
増
や
す

た
め
に
は
、
検
査
協
力
医
療
機

関
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
渡
辺
保
険
医
療
担
当
部
長  

検
査
協
力
医
療
機
関
は
、
飛
沫

予
防
策
や
患
者
動
線
を
分
け
る

な
ど
の
必
要
な
感
染
対
策
を
行

い
、
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
と

同
様
に
検
体
採
取
や
検
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
で

す
。

　
検
体
採
取
に
つい
て
こ
れ
ま
で

は
、
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
や
、

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
行
って
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
、
採
取
能
力
を
増
や

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
外

来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
の
増
設
の

ほ
か
、
検
査
協
力
医
療
機
関
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
地
域
の

か
か
り
つ
け
医
に
検
査
協
力
医

療
機
関
に
な
って
い
た
だ
き
、
検

体
採
取
等
が
で
き
る
よ
う
、
県

医
師
会
と
の
連
携
の
も
と
、
体

制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
看
護
職
の
方
の
安

心
の
た
め
に
も
、希
望

す
る
方
に
は
P
C
R
検
査
・
抗

原・抗
体
検
査
等
を
公
費
負
担

で
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

PCR検査機器の購入

9
月
議
会
に
再
び
登
壇

9
月
議
会
に
再
び
登
壇

～阿部県議、議会質問で執行部に問う～

医
療
資
材
不
足
な
い
か

　
阿
部
議
員
　
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
医
療・検

査
体
制
に
つ
い
て
、

伺
い
ま
す
。消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル・グ
ロ
ー

ブ
、医
療
用
N
マ
ス

ク
95
等
の
不
足
が
医

療
現
場
か
ら
上
が
っ

て
い
た
が
、現
状
及

び
今
後
の
対
策
は
ど

う
か
。

　
渡
辺
保
健
医
療

担
当
部
長
　
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
は
、国

で
購
入
枠
を
確
保
し
、医
療
機

関
等
が
優
先
的
に
製
造
元
か
ら

直
接
購
入
し
で
き
る
よ
う
に
な

って
い
ま
す
。ま
た
、県
で
は
、グ
ロ

ー
ブ
や
N
95
マ
ス
ク
等
の
医
療
資

材
に
つ
い
て
は
、国
か
ら
提
供
さ

れ
た
も
の
を
病
院
等
に
配
布
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、医
療
機

関
に
お
け
る
こ
れ
ら
医
療
資
材

の
不
足
は
改
善
さ
れ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。県
で
は
、今
後

の
感
染
拡
大
に
備
え
、不
足
時

に
配
布
を
行
え
る
よ
う
衣
料
資

材
の
購
入
を
進
め
て
お
り
、さ

ら
に
、9
月
補
正
予
算
で
追
加

の
購
入
費
用
を
計
上
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
阿
部
議
員
　
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
医
療
・

検
査
体
制
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
P
C
R
検
査
機

器
等
の
購
入
促
進

に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

　
森
田
知
事
　
県

で
は
、
国
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
を

活
用
し
、
医
療
機
関
や
検
査
機

関
が
整
備
す
る
P
C
R
検
査
機

器
等
の
購
入
に
対
し
て
補
助
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
6
月
補
正
予

算
を
活
用
し
、
20
台
の
P
C
R

検
査
機
器
等
の
購
入
に
対
し
て

支
援
す
る
ほ
か
、
9
月
補
正
予

算
で
は
、
さ
ら
に
23
台
分
の
購

入
に
つ
い
て
計
上
し
、
合
計
43

台
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
P
C
R
検
査
機
器

等
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

1
日
当
た
り
約
1
8
0
0
件
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

フェイスシールド姿で登壇した阿部県議
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県民の視点で県政を考える
保
健
所
の
体
制
強
化
を
要
望

　
阿
部
議
員　
感
染
症
対
策
の

最
前
線
と
な
る
保
健
所
の
現
状

と
体
制
強
化
へ
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
う
か
。

　
森
田
知
事　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
保
健

所
の
業
務
は
、
1
日
最
大
2
千

5
百
件
も
の
電
話
相
談
を
は
じ

め
、
検
査
、
感
染
者
等
の
行
動

履
歴
調
査
、
入
院
調
整
、
患

者
搬
送
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
増

大
し
、
ま
た
長
期
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
職
員
の
負
担
が
大

き
く
な
って
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
臨
時
職

員
を
順
次
16
名
増
員
す
る
と
と

も
に
、
延
べ
2
千
名
を
超
え
る

応
援
職
員
の
派
遣
や
、
患
者
搬

送
に
係
る
業
務
の
外
部
委
託
な

ど
、
保
健
所
業
務
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
保
健
所
の
基
盤
を

強
化
し
、
県
民
の
健

康
・
命
を
守
る
機
関
と
し
て
、

適
切
な
責
務
を
果
た
し
て
い
く

た
め
、
千
葉
県
と
し
て
も
、
他

の
部
局
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

感
染
症
に
知
見
や
知
識
の
あ
る

恒
常
的
な
人
員
体
制
の
強
化

及
び
予
算
の
増
額
を
要
望
し
ま

す
。

長
期
化
で
負
担
大
き
く

　
阿
部
議
員　
緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
と
現
在
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
直

近
7
日
間
平
均
の
新
規
感
染

者
数
、
重
症
者
数
、
60
歳
以

上
の
割
合
及
び
P
C
R
検
査

の
陽
性
割
合
は
ど
う
か
。
ま
た
、

県
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

　
渡
辺
保
健
医
療
担
当
部
長  

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

直
後
の
5
月
26
日
は
、
直
近
7

日
間
平
均
の
新
規
感
染
者
数
は

0・6
人
、重
症
者
数
は
6
人
で
、

感
染
者
数
に
占
め
る
60
歳
以
上

の
割
合
は
25
・
0
％
、
7
日
間

平
均
の
P
C
R
検
査
の
陽
性
割

合
は
0
・
21
％
で
し
た
。

　
一方
、9
月
29
日
現
在
で
は
、

直
近
7
日
間
平
均
の
新
規
感
染

者
数
は
27
・
6
人
、重
症
者
数
は

6
人
で
、感
染
者
数
に
占
め
る

60
歳
以
上
の
割
合
は
13
・
0
％
、

7
日
間
平
均
の
P
C
R
検
査
の

陽
性
割
合
は
3
・
68
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
現
在
は
50
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　

ま
た
、
自
宅
待
機
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
入
院
や
宿
泊
に
向

け
て
調
整
中
の
方
、
介
護
や
子

育
て
等
の
理
由
で
や
む
を
得
ず

自
宅
療
養
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
方
な
ど
で
す
。

直
近
7
日
間
平
均
の
比
較

　
阿
部
議
員　
現
在
の
病
床
数

と
病
床
稼
働
率
は
ど
う
か
。
ま

た
、
重
症
者
へ
の
対
応
が
重
要

と
考
え
る
が
、
重
症
患
者
用
の

病
床
及
び
人
材
は
確
保
で
き
て

い
る
の
か
。

　

渡
辺
保
健
医
療
担
当
部
長  

県
で
は
、8
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
て
い
る
病
床
確
保
計
画
に

基
づ
き
、9
月
29
日
現
在
で

6
3
5
床
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

確
保
病
床
数
に
占
め
る
入
院
患

者
の
割
合
で
あ
る
病
床
稼
働
率

は
、26・5
％
で
、8
月
の
ピ
ー
ク

時
と
比
べ
る
と
半
分
以
下
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、6
3
5
床
の
う
ち
、人
工

呼
吸
器
や
E
C
M
O
で
の
対
応
が

必
要
と
な
る
重
症
者
用
の
病
床
と

し
て
54
床
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

病
床
稼
働
率
は
11・1
％
で
、低
い

水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
病
床
稼
働
率

　
阿
部
議
員　
自
宅
待
機
者
の

容
体
急
変
時
の
対
応
と
、
家
庭

内
感
染
の
防
止
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　
渡
辺
保
健
医
療
担
当
部
長  

現
在
、
保
健
所
は
毎
日
電
話
等

に
よ
り
健
康
状
態
の
確
認
を

行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

医
療
機
関
の
受
診
を
促
し
て
い

ま
す
。

　
容
体
急
変
時
に
は
、
休
日
夜

間
を
問
わ
ず
、
速
や
か
に
医
療

機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
感
染
の
防
止
に
つ
い

て
は
、手
洗
い
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、

換
気
等
一
般
的
な
感
染
対
策
の

ほ
か
、
生
活
空
間
を
分
け
る
こ

と
や
ド
ア
ノ
ブ
等
共
用
部
分
を

こ
ま
め
に
消
毒
す
る
こ
と
、
ご

み
の
捨
て
方
な
ど
、
家
庭
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
等
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
本
人
や
家
族
へ
説
明
し

て
い
ま
す
。

　
再
質
問　
現
在
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
指
標
の
数
値
を
も
と
に
、
本

県
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

渡
辺
保
険
医
療
担
当
部
長  

本
県
の
新
規
感
染
者
数
は
、
直

近
の
7
日
間
平
均
で
は
25
名
を

超
え
る
日
も
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど

　
医
療
の
現
場
で
の
看
護
職
は
、

緊
張
状
態
が
続
い
て
お
り
、
4

週
間
以
上
の
緊
張
状
態
は
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響
が
明
ら

か
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
適
宜
、

休
暇
を
入
れ
る
こ
と
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
関

わ
っ
た
看
護
職
に
対
し
て
、
1

週
間
程
度
の
特
別
休
暇
を
付
与

す
る
よ
う
、
県
立
病
院
が
先
行

し
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。       

容
体
急
変
時
へ
の
対
応

　
阿
部
議
員　
自
宅
待
機
者

数
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
自
宅
待
機
の

理
由
は
何
か
。

　

渡
辺
保
健
医
療
担
当
部
長  

本
県
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言

解
除
後
、
7
月
上
旬
か
ら
新

規
感
染
者
数
が
再
び
増
加
し

た
こ
と
に
伴
い
、
自
宅
待
機

者
数
も
徐
々
に
増
え
、
8
月

11
日
に
は
1
5
7
名
と
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
し
た
が
、
9
月
29

自
宅
待
機
者
の
理
由
　
秋
も
深
ま
り
、
紅
葉
の
時

節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

は
、
私
の
県
政
活
動
に
ご
理

解
と
ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
9
月
議
会
は
約
1
ヵ
月
の

会
期
を
経
て
、
10
月
13
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
私
は
、
10

月
1
日
に
登
壇
の
機
会
を
頂

き
、
主
に
コ
ロ
ナ
問
題
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
市
民
、
県
民

の
方
々
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
掲
げ「
第
一
波
を
経
験

と
し
、
次
の
波
に
ど
う
備
え
る

か
」県
の
初
動
対
応
を
含
め
て
、

施
策
・
事
業
を
検
証
し
、
厳
し

く
質
問
、
提
案
を
さ
せ
て
頂
き

視
点
で
県
政
を
考
え
る
」こ
と

で
あ
り
ま
す
。
執
行
部
に
は
、

耳
障
り
の
こ
と
も
質
問
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
皆
様
に
も
ご
理

解
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
9

月
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
県

議
会
中
継
・
録
画
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
ま
せ
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
て
県
政
報
告
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

阿
部
紘一

　
阿
部
議
員　
そ
の
他
の
意

見
と
し
て
、
こ
の
時
間
を
借

り
て
申
し
上
げ
た
い
。

　
い
つ
も
執
行
部
に
対
し
、

千
葉
県
市
長
会
か
ら
重
要
な

要
望
が
出
て
い
る「
子
ど
も

医
療
費
」の
問
題
に
つ
い
て

で
す
。
県
市
長
会
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
何
年

経
っ
て
も
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
有
権
者
、
住
民
の

接
点
に
あ
る
県
市
長
会
で
、

市
民
・
県
民
か
ら
の
要
望
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
も
の
で

す
。ど
う
か
要
望
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い

た
だ
き
、
優
先
施
策
と
し
て

実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
で
提
言

要
　
望

執行部とコロナ対策で協議

か
ら
、
引
き
続
き
警
戒
が
必
要

な
状
況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

コロナ
特 集

ま
し
た
。

　
私
の
政
治
姿
勢
は
、
執
行
部

と「
是
々
非
々
」の
立
場
で「
緊

張
感
」を
も
っ
て
向
き
合
い
、

そ
の
根
本
は「
市
民
、
県
民
の

ご
あ
い
さ
つ

〈2〉令和2年10月28日（水） あべこう一県議会リポート
いち
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